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2017年度総代会方針2017年度総代会方針（案）（案）
　

憲
法
施
行
70
周
年
目
の
年
で

す
。
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
実

行
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
海
外
派

兵
、
軍
事
費
は
５
年
連
続
で
５
兆

円
を
超
え
て
い
ま
す
。
安
倍
自
公

政
権
は
戦
争
政
策
を
強
行
し
て
い

ま
す
。「
戦
争
法
廃
止
」
は
緊
急

の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会

保
障
は
自
然
増
１
４
０
０
億
円
を

削
減
し
、
医
療
、
介
護
、
年
金
な

ど
広
い
分
野
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
へ

負
担
を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
貧

困
と
格
差
は
拡
大
し
、
子
ど
も
の

貧
困
は
６
人
に
１
人
が
相
対
的
貧

困
状
態
に
お
か
れ
子
ど
も
の
健
康

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
支
え
合
い
や
助
け
合

い
が
弱
ま
り
、
個
人
が
地
域
の
中

で
孤
立
し
や
す
い
状
況
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
公
的
責
任
の
切
り
捨

て
を
さ
せ
な
い
た
た
か
い
と
、
介

護
保
険
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
人
び

と
の
受
け
皿
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

　

今
総
会
は
２
０
１
６
年
度
の
活

動
の
ま
と
め
、
２
０
１
７
年
度
の

方
針
、
規
約
の
改
訂
、
次
期
役
員

を
決
定
す
る
重
要
な
総
会
で
す
。

スローガン
☆ 

戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
回
復
の
運
動
、
社
会
保
障
改
悪
を
許
さ
な
い
、
総
が
か

り
行
動
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
！

☆ 

Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
推
進
、
無
差
別
・
平

等
の
地
域
包
括
ケ
ア
、〝
居
場
所
〞
を
増
設
し
安
心
し
て
住
み
続
け
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
よ
う
！

☆ 

「
組
織
」
を
強
く
大
き
く
、
な
か
ま
を
ふ
や
し
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
組
合
員
を

な
く
そ
う
！

６月４日（日）
午前９時30分開場 10時00分開始
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戦
争
法
廃
止
、
平
和
と

社
会
保
障
を
守
る
活
動

　

一
昨
年
の
秋
か
ら
、
戦
争
法
廃

止
「
２
０
０
０
万
署
名
」
に
と
り

く
ん
で
き
ま
し
た
（
目
標
四
者
で

２
５
０
０
０
筆
）、
短
期
間
の
う

ち
に
１
０
０
０
０
筆
を
超
え
、
最

終
１
２
０
０
７
筆
（
６
月
末
）
に

到
達
し
ま
し
た
。
１
０
０
筆
署
名

推
進
登
録
が
83
名
、「
戦
争
法
廃

止
署
名
」
１
０
０
筆
達
成
者
は
21

名
に
達
し
ま
し
た
。
東
灘
地
域
で

は
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

も
担
当
し
毎
月
19
日
を
中
心
に
街

頭
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
和
の
と
り
く
み
で
は
被
爆
者

が
訴
え
る
新
し
い
「
核
兵
器
廃
絶

署
名
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
２

０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
を
ひ

と
つ
の
節
目
に
と
り
く
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
（
広
島
）
に
は
６
名
の
代
表
を

送
り
、
平
和
行
進
や
地
域
原
水
協

と
69
行
動
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
も
開
催
（
東
灘
）。

　

地
域
社
保
協
と
「
国
保
料
相
談

会
」
や
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

神
戸
市
国
保
改
善
署
名
は
２
０

１
８
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
国

保
の
都
道
府
県
単
位
化
」
に
と
も

な
い
、
３
年
前
の
改
悪
時
に
保
険

料
の
急
激
な
値
上
が
り
を
抑
制
す

る
た
め
に
設
け
た
神
戸
市
の
保
険

料
の
軽
減
制
度
を
廃
止
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
神
戸
市
国
保
改
善

署
名
に
と
り
く
み
５
０
０
０
筆
目

標
（
四
者
）
で
到
達
３
７
５
２
筆

で
し
た
。

　

「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
学
習
会
（
９
月
33

名
参
加
）、「
憲
法
、
い
の
ち
、
社

会
保
障
守
る
国
民
集
会
」、
憲
法

県
政
の
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
県
民

集
会
な
ど
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
・

保
健
予
防
活
動

　

共
和
会
で
「
認
知
症
予
防
講

座
」
を
実
施
し
、（
10
／
15
、
45

名
）
が
受
講
し
ま
し
た
。「
脳
い

き
い
き
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
現

在
地
域
で
開
催
し
て
い
る
脳
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
（
現
在
６
か
所
）
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
型
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
１
３
４
名
が
参
加
し
ま
し

た
（
10
月
〜
11
月
）。
乳
が
ん
の

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
街
頭
宣
伝
、
大

腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
（
１
月
〜
３
月

実
施
）
で
は
３
３
５
件
の
普
及
と

１
１
２
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
嵐
山
・

嵯
峨
野
の
歴
史
散
歩
」（
11
／
25

実
施
）
で
は
17
名
が
参
加
。
健
康

料
理
教
室
「
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ

ー
」（
12
／
10
実
施
）
27
名
参
加
。

　

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
10
支
部

で
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。
延
べ
38

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
居
場
所
づ

く
り
と
活
動
の
推
進
・
地

域
包
括
ケ
ア
へ
の
対
応

　

神
鉄
粟
生
線
守
る
運
動
で
は
、

６
回
目
と
な
る
応
援
乗
車
を
11
月

20
日
に
実
施
し
、
小
野
ひ
ま
わ
り

公
園
と
浄
土
寺
に
い
き
ま
し
た

（
37
名
が
参
加
）。
神
戸
電
鉄
と

11
月
25
日
に
話
し
合
い
を
持
ち
ま

し
た
。

　

阪
神
・
西
元
町
駅
、
阪
急
・
春

日
野
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
求
め
る
運

動
で
、
阪
急
花
隈
駅
に
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
。
中
央
区
加
納
町
歩

道
橋
の
改
善
の
運
動
に
も
と
り
く

２
０
１
６
年
度
の
ま
と
め

２
０
１
６
年
度
の
ま
と
め
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み
ま
し
た
。

　

「
居
場
所
」
活
動
が
と
り
く
ま

れ
て
い
ま
す
。「
野
の
花
サ
ロ

ン
」
で
は
喫
茶
、
昼
食
会
、
囲
碁

サ
ー
ク
ル
が
、「
い
ろ
ど
り
の
家

・
大
池
」
で
は
、
班
会
や
映
画
、

喫
茶
が
、「
ふ
き
あ
い
の
郷
」
多

目
的
室
で
は
昼
食
会
、
喫
茶
な
ど

が
、「
東
神
戸
診
療
所
４
階
多
目

的
室
」
で
は
、
昼
食
会
、
喫
茶
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
と
り
く
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
旧
ほ
お
ず
き
の

１
階
」
で
は
、
喫
茶
、
脳
イ
キ
、

手
芸
（
サ
ー
ク
ル
）、
囲
碁
将
棋

（
サ
ー
ク
ル
）
に
と
り
く
ん
で
い

ま
す
。

共
同
組
織
の
強
化
発
展

　

２
０
１
６
年
度
組
合
員
は
３
９

３
名
（
世
帯
）
増
え
、
実
質
２
０

０
８
７
組
合
員
（
世
帯
）
に
な

り
、
出
資
金
は
年
間
３
８
９
３
名

の
方
か
ら
１
億
円
を
超
え
る
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
純
増
で
４
６
９

０
万
円
の
到
達
で
し
た
。

　

住
吉
支
部
が
支
部
分
割
（
16
年

５
月
）
し
、
支
部
は
15
支
部
、
活

動
登
録
は
82
班
で
開
催
数
８
１
１

回
、「
い
つ
で
も
元
気
」
は
25
取

扱
所
で
３
９
２
部
で
す
。
今
年
度

25
部
増
に
な
り
ま
し
た
が
減
紙
も

あ
り
、
純
増
で
８
部
増
え
て
い
ま

す
。

　

支
部
運
営
委
員
は
50
名
に
１
名

の
目
安
で
、
３
１
１
名
が
必
要
で

す
が
、
到
達
は
１
８
２
名
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
健
康
ニ
ュ
ー
ス

の
配
布
協
力
者
は
３
９
７
名
（
う

ち
職
員
52
名
）、
配
布
率
は
79
・

４
％
〜
１
０
０
％
と
、
支
部
間
で

差
が
あ
り
ま
す
。

　

理
事
会
機
能
を
強
化
し
て
運
動

を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

共
和
会
と
と
も
に

共
同
し
た
と
り
く
み

　

９
月
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
健
康
増
進

活
動
拠
点
病
院
）
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
、
東
神
戸
病
院
は
健
康
づ

く
り
活
動
拠
点
病
院
の
登
録
が

（
１
／
17
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
で
と
り
く
む
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
活
動
方

針
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
４
／
１
ダ
ッ
シ
ュ
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

秋
の
組
織
強
化
月
間
で
は
「
地

域
訪
問
で
リ
ア
ル
に
地
域
を
つ
か

も
う
」
と
東
灘
地
域
で
４
回
、
筒

井
住
宅
・
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
で
１
回
、

灘
地
域
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案

内
」
を
合
わ
せ
て
２
回
、
生
田
地

域
は
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
共
同
組
織
と
と
も
に
」
学
習

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
学
習

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
病
院
・

医
局
と
の
懇
談
会
」
は
今
年
で
10

年
を
迎
え
。
秋
に
は
「
病
院
医
療

構
想
」
の
説
明
を
う
け
、
参
加
者

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

「
戦
争
法
廃
止
」
と
立
憲
主
義

回
復
、
社
会
保
障
改
悪
を
許
さ
な

い
総
が
か
り
行
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

　

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
の
た
め

に
、
情
報
統
制
と
国
民
の
監
視
体

制
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
政
府
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

口
実
に
テ
ロ
対
策
と
言
っ
て
「
共

謀
罪
法
」（
テ
ロ
等
準
備
罪
）
の

創
設
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

思
想
や
良
心
の
抑
圧
に
つ
な
が
る

重
大
な
問
題
で
す
。

　

一
方
医
療
介
護
環
境
は
、「
経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
に
基
づ
く

医
療
・
介
護
・
年
金
・
生
活
保
護

の
改
悪
が
行
わ
れ
、
地
域
医
療
構

想
に
よ
る
病
床
削
減
と
そ
の
受
け

皿
と
し
て
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
無
差
別
・
平
等
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
践
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ

（
健
康
増
進
）
の
と
り
く
み
が
今

年
度
の
重
点
に
な
り
ま
す
。
支
部

や
活
動
を
支
え
る
「
担
い
手
」
づ

く
り
、
職
員
と
の
関
わ
り
、
喫
茶

や
昼
食
会
な
ど
多
彩
に
実
施
し
て

い
る
「
居
場
所
」
活
動
を
広
げ
充

２
０
１
７
年
度
方
針

２
０
１
７
年
度
方
針

実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
、

神
戸
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で

す
。
要
求
を
実
現
す
る
選
挙
と
位

置
付
け
、
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

平
和
と
い
の
ち
、
人
権
を

守
る
運
動
と

社
会
保
障
を
守
る
運
動

　

憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
た
め
、
憲
法
共
同
セ
ン
タ

ー
や
共
闘
団
体
と
も
協
力
し
て
と

り
く
み
ま
す
。
安
倍
政
権
が
安
保
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法
制
（
安
保
法
）
を
強
行
し
た
２

０
１
５
年
９
月
19
日
の
国
民
の
怒

り
を
再
現
す
る
「
19
日
行
動
」、

憲
法
25
条
を
掲
げ
て
社
会
保
障
の

拡
充
を
求
め
る
運
動
に
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

　

５
・
３
憲
法
集
会
に
多
数
の
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
む

け
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被

爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
署

名
」
を
積
極
的
に
と
り
く
み
ま

す
。
全
日
本
民
医
連
で
は
２
０
１

８
年
２
月
ま
で
に
１
０
０
万
筆
達

成
の
目
標
が
提
起
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
原
水
協
の
と
り
く
み
、

平
和
行
進
へ
の
参
加
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
（
長
崎
）
へ
代
表
を

送
り
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
の
上

限
の
引
き
上
げ
や
後
期
高
齢
者
の

保
険
料
「
軽
減
特
例
」
の
廃
止
・

縮
小
、
65
歳
以
上
の
療
養
費
の
居

住
費
（
水
光
熱
費
）
の
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
な
る
患
者
負

担
増
の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

社
会
保
障
解
体
を
許
さ
な
い
地

域
か
ら
の
た
た
か
い
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
に
、
医
療
・
介
護
に

と
ど
ま
ら
ず
、
年
金
、
保
育
な
ど

の
運
動
と
、
個
人
・
団
体
を
問
わ

組
合
員　

仲
間
ふ
や
し
１
０
０
０
世
帯

出
資
金　

年
間
１
０
０
０
０
件
・
１
億
円
増
資

世
話
人
づ
く
り　

 

組
合
員
50
人
に
１
人
の
運
営
委
員
を

ず
一
致
点
で
集
ま
る
「
25
条
の

会
」
の
結
成
を
め
ざ
し
ま
す
。　

地
域
包
括
ケ
ア
の

と
り
く
み

　

認
知
症
の
方
を
支
え
る
と
り
く

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
で
の

ケ
ア
会
議
や
、
連
携
会
議
な
ど
へ

積
極
的
に
参
加
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
公
的
責
任
の
放
棄
を
許
さ

な
い
と
り
く
み
と
介
護
保
険
か
ら

排
除
さ
れ
た
人
た
ち
の
受
け
皿
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　

介
護
難
民
を
出
さ
な
い
た
め
、

助
け
合
い
事
業
に
着
手
し
、「
居

場
所
」
を
拠
点
に
、
地
域
の
方
や

組
合
員
が
集
え
る
と
り
く
み
を
広

げ
、
人
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
強

め
ま
す
。
兵
庫
、
ま
た
は
生
田
地

域
で
新
し
く
「
居
場
所
」
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
・

保
健
予
防
活
動
を

す
す
め
よ
う

　

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
「
居
場

所
」
活
動
の
推
進
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
に
役
立
つ
拠
点
と

し
て
、
孤
独
死
を
出
さ
な
い
・
顔

の
見
え
る
・
つ
な
が
る
・
Ｈ
Ｐ
Ｈ

の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
合
わ
せ
て
組
合

員
健
診
で
正
し
く
自
分
の
体
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
よ
う
。

　

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
料
理
教

室
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
運
動
に

と
り
く
み
ま
す
。

　

「
認
知
症
予
防
」
の
脳
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
を
す
べ
て
の
支
部
で
と

り
く
み
ま
し
ょ
う
。「
認
知
症
講

座
」
に
参
加
し
、
地
域
で
の
見
守

り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

共
同
組
織
の

強
化
発
展
の
た
め
に

　

支
部
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
「
担
い
手
」
が
不
足
し
て

い
ま
す
。「
自
分
た
ち
で
つ
く
り

楽
し
い
活
動
」「
人
に
喜
ば
れ
共

に
成
長
で
き
る
活
動
」「
自
分
の

役
割
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
場
」
を

豊
か
に
展
開
し
て
、
参
加
で
き
る

組
合
員
を
増
や
し
ま
し
よ
う
。

　

50
名
に
１
名
の
運
営
委
員
づ
く

り
を
す
す
め
ま
し
よ
う
。

　

組
合
員
は
１
０
０
０
名
加
入
を

目
標
に
し
、
出
資
金
は
１
万
件
の

１
億
円
増
資
を
目
標
に
し
ま
す

（
純
増
５
０
０
０
万
円
を
目
標
に

し
ま
す
）。

　

教
育
学
習
テ
キ
ス
ト
「
共
同
組

織
と
と
も
に
」
を
活
用
し
ま
す
。

　

第
３
回
「
い
つ
で
も
元
気
取
扱

所
」
活
動
交
流
会
を
計
画
し
ま

す
。

　

組
合
員
・
支
部
運
営
委
員
む
け

学
習
企
画
を
検
討
し
ま
す
。

　

支
部
を
単
位
に
班
を
基
礎
に
、

組
合
員
が
主
人
公
に
な
る
活
動
を

定
着
さ
せ
ま
し
よ
う
。

　

第
14
回
共
同
組
織
活
動
交
流
集

会
が
２
０
１
８
年
９
月
９
日
〜
10

日
、
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
活

動
の
報
告
を
持
っ
て
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
委
員
会
で
総
代
会
方
針
の

企
画
、
立
案
が
さ
れ
ま
す
が
、
支

部
の
活
性
化
の
た
め
に
も
本
部
の

専
門
委
員
会
へ
の
参
加
も
全
支
部

か
ら
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

共
和
会
と
の

共
同
の
と
り
く
み

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
健
康
増
進
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。「
孤
独
死
（
孤
立

死
）
を
無
く
し
、
防
ぎ
、
地
域
と

つ
な
が
る
」
に
挑
戦
し
ま
す
。
組

合
員
と
の
対
話
重
視
、
緊
急
医
療

情
報
カ
ー
ド
の
普
及
と
保
管
の
推

奨
、
班
会
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
計

画
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
地
域
訪
問
・
組
合
員
訪
問
な

ど
に
と
り
く
み
ま
す
。

　

健
康
ま
つ
り
を
企
画
す
る
た
め

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

東
神
戸
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
は
共
和
会
と
と
も
に
成
功

さ
せ
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

目
標
数
値　
　
　
　
　
　
　

目
標
数
値　
　
　
　
　
　
　


